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一
　
は
じ
め
に
１
　
本
論
の
位
置
づ
け
　
本
論
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
型
教
養
形
成
の
基
盤
が
「
国
語
」
教
育
や
そ
の
周
辺
の
文
化
構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
践
的
に
生
成
さ
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
諸
相
の
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
日
本
型
教
養
形
成
と
「
国
語
」
教
育
と
が
ど
う
関
連
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
の
一
環
と
し
て
公
表
す
る
も
の
で
あ 
　
こ
の
研
究
は
、
二
〇
世
紀
の
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
の
教
育
課
程
に
教
養
概
念
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
い
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
二
一
世
紀
以
降
の
日
本
型
教
養
の
あ
り
方
と
「
国
語
」
教
育
と
の
関
係
を
見
通
す
こ
と
を
全
体
構
想
と
し
て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ 
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
大
正
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
国
語
教
科
書
と
教
養
形
成
に
関
す
る
研
究
」（
平
成
一
九
年
～
二
〇
年
、
課
題
番
号１９５３０８４５
）
及
び
平
成
二
二
年
度
広
島
経
済
大
学
特
定
個
人
研
究
費
助
成
「
旧
制
中
学
校
国
語
・
文
芸
読
本
の
教
養
観
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、「
国
語
」
教
育
と
青
年
期
教
養
形
成
と
の
関
連
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
最
初
の
時
期
の
基
礎
資
料
を
提
示
し
て
き
た
。
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
る
。
（
１
）
り
、
（
２
）
で
の
読
本
収
録
教
材
の
総
目
次
、
内
容
紹
介
や
分
析
、
出
典
な
ど
の
資
料
を
調
査
収
集
し
て
、
文
芸
読
本
、「
国
語
」
読
本
に
示
さ
れ
た
教
養
が
、
他
者
と
の
自
由
な
共
同
に
基
づ
い
た
実
践
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
特
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
さ
ら
に
、
他
者
と
の
自
由
な
共
同
に
よ
る
実
践
を
「
教
養
実
践
」
と
い
う
筆
者
自
身
の
独
自
概
念
と
し
て
提
示
し
て
、
二
〇
世
紀
前
半
の
中
学
生
ら
が
獲
得
し
た
教
養
の
本
質
を
実
践
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
意
義
を
明
示
し
た
。
２
　
一
九
四
〇
年
代
の
中
等
「
国
語
」
教
科
書
　
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
「
国
語
」
教
科
書
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
の
教
材
収
録
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
説
の
収
録
が
絞
ら
れ
、
評
論
や
説
明
文
な
ど
の
論
理
的
な
文
章
が
増
加
し
て
い
る
。
中
学
生
に
期
待
さ
れ
た
教
養
の
す
が
た
も
必
然
的
に
変
化
し
た
。
国
民
精
神
涵
養
の
色
彩
を
帯
び
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
戦
時
を
背
景
に
論
理
的
説
明
的
な
言
語
の
学
び
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
、
当
時
の
「
国
語
」
教
育
論
や
読
本
な
ど
に
示
さ
れ
た
教
養
観
に
は
他
者
と
の
共
同
を
困
難
に
す
る
自
閉
的
な
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
広
島
経
済
大
学
研
究
論
集
　
第
三
十
七
巻
第
四
号
　
二
〇
一
五
年
三
月
＊
広
島
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
旧
制
中
学
校
教
科
書
『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
の
特
徴
と
教
養
観
の
研
究
 
武 
　
　
藤
　
　
清
　
　
吾
*
１３２
は
、
戦
時
下
の
「
国
語
」
教
育
施
策
と
「
国
語
」
教
科
書
の
問
題
が
あ
る
。
特
に
、
一
九
三
七
年
の
中
学
校
教
授
要
目
中
改
正
に
「
我
ガ
国
民
性
ノ
特
質
卜
国
民
文
化
ノ
由
来
」
を
明
ら
か
に
し
て
「
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
」
と
い
う
文
言
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
部
省
の
『
国
体
の
本
義
』
刊
行
（
一
九
三
七
年
）、
「
国
家
総
動
員
法
」
公
布
（
一
九
三
八
年
）
と
前
後
し
た
動
き
で
あ
っ
た
。
　
文
部
省
は
、
一
九
四
〇
年
九
月
に
中
等
教
育
教
科
書
の
使
用
を
各
教
科
五
種
類
に
限
定
す
る
よ
う
通
達
し
た
。
需
給
困
難
を
口
実
に
し
た
、
事
実
上
の
統
制
強
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
通
達
に
従
っ
て
五
種
に
限
定
さ
れ
た
「
国
語
」
教
科
書
が
使
用
さ
れ
た
の
は
一
九
四
一
年
か
ら
で
あ
る
が
、
前
々
年
の
一
九
三
九
年
度
使
用
実
績
を
も
と
に
使
用
教
科
書
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
使
用
さ
れ
た
「
国
語
」
教
科
書
の
う
ち
採
択
率
の
高
か
っ
た
教
科
書
で
あ
り
、
一
九
三
七
年
の
教
授
要
目
中
改
正
に
準
拠
し
て
編
輯
さ
れ
、
一
九
三
八
年
度
よ
り
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
日
本
国
民
の
精
神
を
涵
養
す
る
こ
と
で
、
当
時
侵
略
し
て
い
た
国
々
や
他
民
族
と
の
協
力
共
同
を
め
ざ
す
内
容
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
教
科
書
で
学
ぶ
中
学
生
が
他
者
を
共
同
の
存
在
と
認
め
な
い
教
養
観
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
　
こ
の
通
達
に
よ
っ
て
、「
国
語
漢
文
」
科
で
は
、
岩
波
編
輯
部
編
『
国
語
　
改
訂
版
』、
吉
田
弥
平
編
『
中
学
国
文
教
科
書
』、
五
十
嵐
力
編
『
純
正
国
語
読
本
　
改
訂
版
』、
東
條
操
編
『
新
制
国
語
読
本
』、
金
子
元
臣
編
『
新
編
中
等
国
語
読
本
　
新
制
版
』
の
五
種
類
の
教
科
書
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
三
七
年
の
「
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
」
こ
と
を
目
標
に
し
た
教
授
要
目
中
改
正
に
準
拠
し
て
編
輯
さ
れ
、
一
九
三
八
年
度
よ
り
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
か
ら
は
、
こ
の
「
五
種
限
定
統
制
」
さ
れ
た
「
国
語
読
本
」
の
改
訂
版
の
み
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
３
　
五
種
限
定
統
制
移
行
期
の
「
国
語
」
教
科
書
例
の
検
討
と
本
論
の
課
題
　
五
種
限
定
統
制
移
行
期
の
「
国
語
」
教
科
書
例
の
詳
細
は
す
で
に
別
稿
で
述
べ
て
い
る 
本
論
で
は
『
中
等
国
文
』『
国
文
』
の
考
察
に
関
わ
る
概
要
の
み
整
理
し
て
お
き
た
い
。
　
五
種
限
定
統
制
教
科
書
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
国
文
中
心
の
教
材
編
成
の
流
れ
を
継
承
し
て
、
ま
だ
文
芸
色
の
濃
い
編
輯
が
な
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、『
純
正
国
語
読
本
　
改
訂
版
』
で
は
、
巻
一
に
七
課
「
菖
蒲
の
節
句
」（
島
崎
藤
村
）、
一
三
課
「
蜘
蛛
の
糸
」（
芥
川
龍
之
介
）、
一
四
課
「
愛
犬
ポ
チ
」（
長
谷
川
二
葉
亭
）、
一
五
課
「
猫
」（
夏
目
漱
石
）、
二
三
課
「
ふ
る
さ
と
」（
石
川
啄
木
）、
巻
二
に
七
課
「
武
蔵
野
」（
国
木
田
独
歩
）、
巻
三
に
六
・
七
課
「
厨
子
王
」（
森
鷗
外
）、
巻
四
に
三
課
「
鰯
引
」（
正
岡
子
規
）、
二
○
課
「
大
川
の
水
」（
芥
川
龍
之
介
）
が
載
っ
て
い
る
。
　
一
方
で
、「
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
」
こ
と
が
う
た
わ
れ
、
教
材
中
に
皇
室
讃
美
、
戦
時
精
神
高
揚
を
意
図
し
た
教
材
が
要
所
に
収
録
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、『
純
正
国
語
読
本
　
改
訂
版
』
で
は
、
巻
一
に
一
課
「
御
修
学
時
代
の
聖
上
陛
下
」（
石
井
国
次
）、
二
課
「
御
帽
子
に
御
手
が
」（
無
署
名
）、
巻
二
に
一
・
二
・
三
課
「
現
つ
神
明
治
大
帝
」、
四
課
「
胸
を
刻
む
国
旗
の
上
下
」（
以
上
無
署
名
）、
五
課
「
日
の
丸
の
歌
」（
西
条
八
十
）、
二
七
課
「
明
治
天
皇
御
製
頌
歌
」（
八
代
六
郎
）、
巻
四
に
二
五
課
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」（
徳
富
蘇
峰
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
二
つ
の
傾
向
を
挟
ん
で
、
紀
行
、
詩
、
短
歌
、
伝
記
が
収
録
さ
れ
、
学
び
手
の
多
様
な
関
心
に
応
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
巻
一
に
六
課
「
良
寛
さ
ま
」（
相
馬
御
風
）、
巻
二
に
二
○
課
「
野
口
英
世
」（
橘
輝
政
）、
巻
三
に
五
課
「
由
良
の
思
出
」（
薄
田
泣
董
）、
巻
四
に
二
課
「
二
月
堂
と
三
月
堂
」（
島
村
抱
月
）、
巻
五
に
二
一
課
「
軽
井
沢
二
日
」（
正
宗
白
鳥
）、
巻
六
に
一
八
課
「
九
十
九
里
浜
」（
伊
藤
左
千
夫
）、
巻
七
に
一
〇
課
「
海
三
題
」（
白
鳥
省
吾
な
ど
）
二
一
課
「
落
葉
松
」（
北
原
白
秋
）、
巻
八
に
一
〇
課
「
山
庵
雑
記
」（
北
村
透
谷
）、
巻
九
に
六
課
「
榛
名
山
」（
高
が
、
（
３
）
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浜
虚
子
な
ど
）
な
ど
多
彩
な
教
材
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
古
典
も
、『
平
家
物
語
』『
伊
勢
物
語
』『
竹
取
物
語
』『
土
佐
日
記
』『
大
鏡
』『
古
事
記
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
か
ら
教
科
書
に
頻
出
し
た
文
章
が
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
学
び
手
に
幅
の
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
　
一
九
四
〇
年
前
後
と
い
う
「
国
家
総
動
員
体
制
」
期
の
検
定
教
科
書
と
は
い
え
、
日
々
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
す
が
た
を
目
に
浮
か
べ
て
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
か
ら
、
国
家
政
策
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面
と
と
も
に
、
教
育
者
と
し
て
の
信
念
を
貫
こ
う
と
し
た
側
面
を
も
見
る
こ
と
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、「
五
種
限
定
統
制
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
一
九
三
八
年
度
用
の
教
科
書
の
総
目
次
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
輯
者
の
苦
労
と
配
慮
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
、
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
文
部
省
編
『
中
等
国
文
』『
国
文
』
に
つ
い
て
は
、
正
岡
子
規
、
松
尾
芭
蕉
な
ど
の
俳
句
や
金
田
一
京
助
、
寺
田
寅
彦
、
小
泉
八
雲
、
島
崎
藤
村
な
ど
の
随
筆
も
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
め
ざ
さ
れ
た
独
自
の
教
養
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
の
情
勢
を
反
映
し
て
よ
り
一
層
軍
国
主
義
的
、
尊
皇
愛
国
の
教
科
書
と
な
っ
て
い
っ
た
。
　
こ
れ
ら
教
科
書
内
容
の
変
遷
と
戦
後
初
期
の
教
科
書
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
た
め
、
吉
田
裕
久
氏
の
『
中
等
国
文
』
と
暫
定
教
科
書
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
研
究
を
踏
ま
え
て
、
五
種
限
定
統
制
教
科
書
、『
中
等
国
文
』『
国
文
』、
戦
後
初
期
の
新
制
中
学
校
教
科
書
、
高
等
学
校
教
科
書
と
の
関
連
を
把
握
し
て
い
く
の
が
本
研
究
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
一
九
四
〇
年
代
最
後
の
中
等
「
国
語
」
教
科
書
と
な
っ
た
『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
の
特
徴
と
そ
の
教
養
観
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
二
　『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
の
考
察
１
　
先
行
研
究
の
考
察
　『
中
等
国
文
』『
国
文
』
の
考
察
に
あ
た
り
、
先
行
研
究
と
し
て
吉
田
裕
久
氏
の
所
論
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
編
纂
過
程
─「
森
下
日
記
」
の
分
析
を
通
し
て
─
」「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
研
究
─
編
纂
理
念
と
指
導
法
を
中
心
に
─
」「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
研
究
─『
中
等
国
文
五
』・
『
国
文
六
』
を
中
心
に
─
」
の
三 
考
察
さ
れ
た
論
点
の
整
理
を
す
る
。
　「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
編
纂
過
程
─「
森
下
日
記
」
の
分
析
を
通
し
て
─
」
に
は
、
吉
田
氏
が
偶
然
入
手
し
た
と
い
う
森
下
二
郎
記
・
西
尾
実
編
『
神
と
愛
と
戦
争
─
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
戦
中
日
記
』
に
記
載
さ
れ
た
『
中
等
国
文
』
の
編
輯
過
程
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
郷
で
教
員
生
活
を
送
っ
た
縁
か
ら
、
森
下
は
西
尾
実
の
紹
介
で
文
部
省
の
嘱
託
と
な
り
、『
中
等
国
文
』
の
編
輯
に
参
加
し
た
。
戦
時
下
の
こ
と
も
あ
り
、『
中
等
国
文
』
の
編
輯
経
緯
は
こ
れ
ま
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
編
輯
の
経
緯
が
森
下
の
日
記
に
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
西
尾
実
が
『
中
等
国
文
』
の
編
纂
の
中
心
に
お
り
、
当
初
は
教
材
選
定
な
ど
に
森
下
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
教
材
の
選
定
・
決
定
は
編
輯
委
員
の
西
尾
と
島
津
久
基
と
文
部
省
の
図
書
監
修
官
と
の
間
で
協
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
校
正
・
編
輯
は
中
等
教
科
書
株
式
会
社
編
集
局
国
語
科
員
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
森
下
が
嘱
託
と
し
て
文
部
省
に
勤
務
し
た
の
は
、
一
九
四
三
年
四
月
か
ら
一
九
四
四
年
一
〇
月
ま
で
の
一
年
半
に
及
ん
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
彼
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
結
局
、『
中
等
国
文
』
の
編
纂
は
文
部
省
内
の
動
向
に
支
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
森
下
日
記
か
ら
は
読
め
て
く
る
。
徳
冨
蘆
花
の
文
章
で
さ
え
も
採
録
に
疑
問
篇
で
（
４
）
１３４
を
呈
す
る
よ
う
な
空
気
に
、
リ
ベ
ラ
ル
な
宗
教
家
は
、
そ
れ
で
も
よ
く
耐
え
て
編
纂
に
あ
た
っ
た
と
吉
田
氏
は
指
摘
す
る
。
　
次
に
、「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
研
究
─
編
纂
理
念
と
指
導
法
を
中
心
に
─
」
で
は
、『
中
等
国
文
』
の
編
纂
趣
意
書
を
対
象
に
、『
中
等
国
文
一
』『
中
等
国
文
三
』
の
編
纂
理
念
と
指
導
法
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。「
国
語
漢
文
」
分
野
は
す
で
に
「
国
民
科
国
語
」
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。「
皇
国
の
古
典
を
中
心
と
し
」
た
教
科
書
の
編
纂
が
狙
い
と
さ
れ
、
さ
ら
に
『
中
等
国
文
』
は
、「
皇
国
ノ
道
ノ
具
現
タ
ル
各
時
代
ノ
国
文
」
を
「
採
択
排
列
」
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
　『
中
等
国
文
一
』
で
は
、
こ
の
見
地
か
ら
「
古
典
に
親
し
ま
せ
、
古
典
読
解
力
を
養
う
」
教
材
が
排
列
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、「
国
土
美
の
諸
相
を
示
し
、
国
土
愛
の
自
覚
に
備
え
た
教
材
」
と
し
て
、「
富
士
の
高
嶺
」（
万
葉
集
）「
産
土
神
と
氏
神
」（
芳
賀
矢
一
）「
松
江
の
暁
」（
小
泉
八
雲
）「
菖
蒲
の
節
供
」（
島
崎
春
樹
）「
姫
路
城
」（
小
学
国
語
読
本
）「
柿
の
花
」（
正
岡
子
規
）「
涼
み
台
」（
寺
田
寅
彦
）「
泉
の
徳
」（
柳
田
国
男
）、「
わ
が
国
土
美
に
結
合
し
た
国
史
美
の
精
髄
と
も
い
う
べ
き
武
士
道
精
神
の
諸
相
を
反
映
し
た
教
材
」
と
し
て
、「
戦
国
の
武
士
」（
常
山
紀
談
）「
武
士
気
質
」
（
藩
翰
譜
）「
親
心
」（
雲
萍
雑
志
）
な
ど
が
収
録
さ
れ
た
。
　
ま
た
、『
中
等
国
文
三
』
で
は
、
古
典
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
わ
が
国
史
美
の
精
髄
を
具
現
し
た
教
材
」
と
し
て
、「
宇
智
の
大
野
」（
万
葉
集
）「
草
薙
の
太
刀
」（
古
事
記
）「
東
郷
司
令
長
官
戦
闘
詳
報
」（
東
郷
連
合
艦
隊
司
令
長
官
戦
闘
詳
報
）
「
乃
木
将
軍
」（
森
林
太
郎
）「
明
治
天
皇
御
製
」、「
伝
統
を
中
軸
と
し
た
言
の
葉
の
道
、
国
語
に
就
い
て
考
察
し
た
教
材
」
と
し
て
、「
磯
で
と
ゞ
ろ
に
」（
源
実
朝
）「
心
の
小
径
」（
金
田
一
京
助
）「
学
者
の
苦
心
」（
芳
賀
矢
一
）「「
家
」
が
い
か
に
重
き
を
成
し
て
い
る
か
を
示
そ
う
と
し
た
教
材
」
と
し
て
、「
源
家
の
ほ
ま
れ
」（
平
家
物
語
）
「
浮
島
が
原
」（
義
経
記
）「
磯
で
と
ゞ
ろ
に
」（
源
実
朝
）「
文
武
の
道
」（
神
皇
正
続
記
）「
乃
木
将
軍
」（
森
林
太
郎
）
が
収
録
さ
れ
た
。
　「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
研
究
─『
中
等
国
文
五
』・『
国
文
六
』
を
中
心
に
─
」
で
は
、「
最
初
の
中
等
学
校
教
科
書
で
あ
り
な
が
ら
、
物
資
不
足
の
中
で
、
色
刷
り
、
挿
絵
な
ど
、
ま
た
戦
時
下
ゆ
え
の
思
想
統
制
で
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
編
集
で
あ
っ
た
こ
と
」、「
当
初
は
、
学
年
二
冊
を
想
定
し
て
い
た
も
の
と
思
え
る
が
、
中
学
三
年
生
は
一
冊
と
な
り
、
し
か
も
四
年
生
は
検
定
教
科
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
こ
と
」、「
巻
五
、
六
は
編
集
は
さ
れ
た
も
の
の
、
結
局
発
行
・
供
給
・
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
氏
は
、『
中
等
国
文
』
は
敗
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
暫
定
教
科
書
で
あ
る
『
中
等
国
語
』『
国
語
』
と
の
関
連
が
深
く
、
一
定
数
の
教
材
が
継
続
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
事
実
を
も
っ
て
論
証
し
て
い
る
。
２
　『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
の
特
徴
と
教
養
観
　『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
岩
波
編
輯
部
編
旧
制
中
学
校
「
国
語
漢
文
」
科
用
教
科
書
『
国
語
』
の
考
察
で
使
用
し
た
評
価
の
観
点
を
立
て
る
こ
と
に
す
る
。
吉
田
裕
久
氏
の
論
考
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
中
等
国
文
』『
国
文
』
の
編
纂
の
中
心
に
い
た
の
は
西
尾
実
で
あ
る
。
西
尾
実
が
編
輯
し
た
『
国
語
』
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
全
国
の
中
学
校
の
大
半
で
採
用
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
っ 
そ
の
編
纂
理
念
は
、『
中
等
国
文
』『
国
文
』
に
も
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
で
は
、『
国
語
』
を
分
析
し
た
と
き
の
観
点
を
引
き
つ
い
で
い
く
こ
と
で
、『
国
語
』
と
『
中
等
国
文
』『
国
文
』
の
関
連
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
な
観
点
は
、
行
的
認
識
、
国
民
精
神
の
涵
養
、
尊
皇
思
想
、
自
然
、
追
憶
、
家
族
、
学
問
、
芸
術
な
ど
で
あ
る
。
（
１
）『
中
等
国
文
五
』
の
特
徴
と
教
養
観
　『
中
等
国
文
五
』
に
は
、
小
説
一
篇
、
随
筆
一
篇
、
評
論
二
篇
、
古
文
九
篇
、
和
歌
三
篇
の
合
計
一
七
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
。
（
５
）
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国
民
精
神
の
涵
養
、
尊
皇
思
想
　『
中
等
国
文
五
』
の
基
本
的
な
構
成
は
、
四
課
「
国
文
学
の
伝
統
」（
芳
賀
矢
一
）、
二
課
の
古
文
「
や
ま
と
う
た
」（
紀
貫
之
）
の
二
篇
の
和
歌
論
を
基
軸
に
そ
の
例
証
と
し
て
勅
撰
集
『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』、
準
勅
撰
集
『
新
葉
和
歌
集
』、
平
安
時
代
後
期
、
南
北
朝
時
代
の
歴
史
物
語
を
置
い
て
い
る
。
日
本
の
和
歌
の
伝
統
が
他
民
族
よ
り
優
れ
た
芸
術
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
日
本
民
族
の
絶
対
的
な
優
越
性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
四
課
の
評
論
「
国
文
学
の
伝
統
」（
芳
賀
矢
一
）
は
、
和
歌
が
日
本
古
来
の
伝
統
と
し
て
文
芸
の
源
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
敷
島
の
道
」「
言
の
葉
の
道
」
と
呼
ば
れ
「
全
国
民
の
必
ず
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
道
」
と
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
歌
の
隆
盛
は
日
本
人
の
忠
君
愛
国
の
思
想
と
歌
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
と
す
る
。
　
一
課
の
和
歌
「
若
菜
」（
古
今
和
歌
集
）
に
は
、
六
歌
仙
か
ら
僧
正
遍
昭
、
在
原
業
平
、
撰
者
の
紀
貫
之
、
凡
河
内
躬
恒
、
紀
友
則
、
壬
生
忠
岑
及
び
よ
み
人
知
ら
ず
の
和
歌
一
二
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
は
日
本
で
初
め
て
の
勅
撰
集
で
あ
っ
た
。
　
二
課
の
古
文
「
や
ま
と
う
た
」（
紀
貫
之
）
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
「
仮
名
序
」
よ
り
和
歌
の
本
質
と
起
源
、『
古
今
和
歌
集
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
述
べ
た
冒
頭
部
と
末
部
を
収
め
て
い
る
。
　
五
課
の
古
文
「
恩
賜
の
御
衣
」（
大
鏡
）
は
、
菅
原
道
真
の
左
遷
問
題
の
く
だ
り
で
あ
る
。「
こ
ち
吹
か
ば
に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
あ
る
じ
な
し
と
て
春
な
忘
れ
そ
」
の
和
歌
に
代
表
さ
れ
る
学
問
、
書
、
詩
文
に
す
ぐ
れ
た
文
人
と
し
て
描
か
れ
た
。
　
九
課
の
和
歌
「
天
の
香
具
山
」（
新
古
今
和
歌
集
）
は
、
後
鳥
羽
院
、
藤
原
俊
成
、
藤
原
定
家
、
西
行
法
師
ら
一
二
首
を
収
め
て
い
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
は
八
代
集
最
後
の
勅
撰
集
で
後
鳥
羽
院
が
編
纂
さ
せ
た
。
　
一
〇
課
の
古
文
「
敷
島
の
道
」（
増
鏡
）
は
、
後
鳥
羽
院
の
即
位
か
ら
隠
岐
配
流
ま
で
が
描
か
れ
た
場
面
を
収
め
て
い
る
。「
お
ど
ろ
の
下
」
で
は
、
院
政
期
の
水
無
瀬
離
宮
造
営
、
鳥
羽
殿
・
白
川
殿
の
修
理
と
い
う
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
業
績
を
讃
え
、
「
新
島
も
り
」
で
は
、
承
久
の
乱
の
敗
北
に
よ
り
隠
岐
に
流
さ
れ
た
院
の
寂
し
い
心
中
を
語
っ
て
い
る
。
　
一
一
課
の
和
歌
「
吉
野
の
奥
」
は
、
後
醍
醐
天
皇
、
後
村
上
天
皇
、
長
慶
天
皇
、
宗
良
親
王
、
藤
原
師
賢
、
北
畠
親
房
の
和
歌
一
六
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
南
朝
の
和
歌
集
『
新
葉
和
歌
集
』
よ
り
採
ら
れ
て
い
る
。
教
科
書
に
南
朝
の
系
譜
で
和
歌
を
収
め
る
の
は
異
色
で
あ
り
、
そ
の
採
録
の
意
図
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
武
士
道
　
武
士
の
先
見
性
、
文
化
性
、
知
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
描
き
出
す
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
　
六
課
の
古
文
「
光
頼
卿
参
内
」（
平
治
物
語
）
は
、
平
治
の
乱
で
藤
原
信
頼
の
企
て
を
阻
止
し
た
光
頼
卿
の
活
躍
を
描
い
て
い
る
。
　
七
課
の
古
文
「
月
の
前
」（
上
田
秋
成
）
は
、
源
頼
朝
と
西
行
が
対
面
し
て
歌
の
道
と
弓
の
道
に
つ
い
て
交
わ
し
た
場
面
を
描
い
た
歴
史
小
説
で
あ
る
。
末
尾
で
西
行
が
「
た
ゞ
悲
し
む
べ
き
は
、
神
の
御
裔
の
こ
の
後
や
う
柿
鈎
衰
へ
さ
せ
給
は
ん
世
の
姿
な
る
は
」
と
涙
に
く
れ
た
場
面
が
印
象
的
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
を
原
本
と
し
た
歴
史
小
説
で
上
田
秋
成
の
『
藤
蔞
冊
子
』
巻
四
（
文
集
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
一
二
課
の
古
文
「
説
話
三
則
」
は
、「
大
食
調
入
調
曲
」（
古
今
著
聞
集
）「
不
動
尊
の
火
焔
」（
十
訓
抄
）「
つ
は
も
の
の
道
」（
宇
治
拾
遺
物
語
）
の
三
篇
を
収
め
て
い
る
。
「
大
食
調
入
調
曲
」
は
源
義
光
が
足
柄
山
で
笙
の
秘
曲
を
豊
原
時
秋
に
授
け
た
逸
話
で
あ
る
。
時
秋
は
代
々
笙
の
名
家
の
出
自
で
あ
っ
た
。「
不
動
尊
の
火
焔
」
は
、
我
が
家
が
火
事
で
燃
え
た
こ
と
で
不
動
明
王
の
火
炎
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
絵
仏
師
良
秀
の
話
で
あ
る
。
そ
の
絵
は
「
よ
じ
り
不
動
」
と
し
て
褒
め
ら
れ
た
が
、
家
族
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
芸
術
を
重
視
す
る
物
語
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
地
獄
変
」（『
大
阪
毎
１３６
日
新
聞
』
一
九
一
八
・
五
）
の
典
拠
と
な
っ
た
。「
つ
は
も
の
の
道
」
は
、
壱
岐
守
宗
行
に
さ
さ
い
な
こ
と
で
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
家
来
が
新
羅
に
逃
げ
込
ん
で
虎
退
治
を
し
て
国
守
に
褒
美
を
も
ら
い
日
本
武
士
の
評
価
を
高
め
て
帰
国
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
三
篇
と
も
に
鎌
倉
時
代
の
説
話
集
で
あ
る
。
　
一
三
課
の
狂
言
「
鞆
猿
」
は
、
遠
国
の
大
名
が
気
晴
ら
し
に
太
郎
冠
者
と
狩
り
に
出
か
け
た
話
で
あ
る
。
大
名
が
道
で
出
会
っ
た
猿
引
の
猿
皮
を
強
引
に
要
求
す
る
の
で
、
命
の
危
険
を
感
じ
た
猿
が
機
転
を
利
か
せ
物
真
似
の
芸
を
始
め
、
猿
引
も
猿
歌
を
う
た
い
、
そ
れ
を
観
た
大
名
も
上
機
嫌
に
な
り
、
扇
や
太
刀
、
着
物
ま
で
与
え
、
自
ら
猿
の
真
似
を
し
て
は
し
ゃ
ぐ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
著
名
な
「
大
名
狂
言
」
の
一
つ
で
あ
る
。
　
一
四
課
の
小
説
「
不
惜
身
命
」（
山
本
勇
造
）
は
、
槍
の
達
人
中
村
市
衛
門
と
徳
川
家
光
の
御
前
試
合
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
十
蔵
の
物
語
で
あ
る
。
試
合
の
結
果
は
無
勝
負
と
な
り
、
十
蔵
の
評
判
が
あ
が
り
、
親
類
か
ら
は
「
不
惜
身
命
」
と
書
か
れ
た
布
地
の
贈
り
物
が
あ
っ
た
。
得
意
に
な
っ
て
い
た
十
蔵
に
、
柳
生
又
衛
門
は
武
道
の
拵
え
が
で
き
て
い
な
い
と
言
っ
て
「
ま
こ
と
の
勇
者
は
命
を
惜
し
み
、
一
大
事
に
初
め
て
不
惜
身
命
の
働
き
が
で
き
る
」
と
諭
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
蔵
は
「
不
惜
身
命
の
も
う
一
つ
向
か
ふ
の
惜
身
命
に
ひ
た
ら
う
と
努
め
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
八
課
の
随
筆
「
名
器
を
毀
つ
」（
薄
田
淳
介
）
で
は
、
伊
達
正
宗
が
家
に
伝
わ
る
高
価
な
天
目
茶
碗
を
毀
す
こ
と
で
自
分
の
落
ち
着
き
を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
、
和
州
小
泉
の
城
主
で
茶
人
の
片
桐
貞
昌
が
、
古
渡
の
陶
器
が
酒
器
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
買
い
取
り
毀
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
か
ら
、
名
器
は
失
わ
れ
た
が
一
層
尊
い
も
の
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
文
化
と
行
的
認
識
　
尊
皇
思
想
が
和
歌
を
軸
に
強
調
さ
れ
、
武
士
道
が
美
化
さ
れ
る
も
の
が
多
い
な
か
で
、
文
武
を
調
和
さ
せ
る
よ
う
に
自
然
観
、
人
生
観
を
学
ば
せ
る
『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』、
俳
諧
の
紀
行
文
と
し
て
教
科
書
に
長
く
収
め
ら
れ
て
き
た
『
奥
の
細
道
』
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
辻
哲
郎
の
風
土
論
か
ら
も
一
篇
を
入
れ
、
日
本
文
化
の
固
有
性
を
学
ば
せ
る
狙
い
が
あ
る
。
　
三
課
の
古
文
「
春
は
曙
」（
枕
草
子
）
は
、
第
一
段
「
春
は
曙
」
の
正
月
か
ら
冬
ま
で
の
各
段
、
第
二
五
段
「
に
く
き
も
の
」
が
収
め
て
い
る
。
　
一
五
課
の
古
文
「
先
達
」（
徒
然
草
）
は
、「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
」「
能
を
つ
か
ん
と
す
る
人
」「
貝
を
覆
ふ
ひ
と
の
」「
或
る
者
、
子
を
法
師
に
な
し
て
」「
一
道
に
携
る
人
」「
平
宣
時
朝
臣
」
の
六
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
一
六
課
の
古
文
「
奥
の
細
道
」（
松
尾
芭
蕉
）
は
、
門
出
、
白
河
、
松
島
、
平
泉
、
立
石
寺
、
最
上
川
、
象
潟
の
各
場
面
が
採
ら
れ
て
い
る
。『
国
文
六
』
に
も
一
部
異
同
の
「
奥
の
細
道
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
一
七
課
の
評
論
「
固
有
の
偉
大
さ
」（
和
辻
哲
郎
）
は
「
城
」
の
抄
録
で
一
部
改
編
が
見
ら
れ
る
。
和
辻
は
、
関
東
大
震
災
後
に
復
興
し
た
東
京
で
鮮
や
か
な
印
象
を
と
ど
め
る
の
は
、
お
壕
の
石
垣
和
田
倉
門
な
ど
城
郭
の
後
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
は
、
復
興
し
た
高
層
建
築
に
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
様
式
を
も
っ
て
立
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
す
る
。
そ
れ
は
大
阪
城
も
同
じ
で
、
中
の
島
の
高
層
建
築
に
対
し
て
大
阪
城
の
石
垣
の
巨
石
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
れ
を
生
み
出
し
た
の
は
、
そ
の
時
代
の
固
有
の
偉
大
さ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
風
土
的
な
特
殊
な
様
式
に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
和
辻
の
風
土
論
か
ら
城
郭
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
武
士
道
を
も
考
え
る
と
い
う
の
が
編
集
の
意
図
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
中
等
国
文
五
』
の
特
徴
と
教
養
観
　『
中
等
国
文
五
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
二
課
「
や
ま
と
う
た
」（
紀
貫
之
）
と
四
課
「
国
文
学
の
伝
統
」（
芳
賀
矢
一
）
の
和
歌
論
、
一
課
「
若
菜
」（
古
今
和
歌
集
）、
九
課
「
天
の
香
具
山
」（
新
古
今
和
歌
集
）、
一
一
課
「
吉
野
の
奥
」
の
勅
撰
、
準
勅
撰
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の
和
歌
集
が
配
さ
れ
、
五
課
「
恩
賜
の
御
衣
」（
大
鏡
）、
六
課
「
光
頼
卿
参
内
」（
平
治
物
語
）、
一
〇
課
「
敷
島
の
道
」（
増
鏡
）
の
軍
記
物
語
、
歴
史
物
語
、
七
課
「
月
の
前
」（
上
田
秋
成
）、
八
課
「
名
器
を
毀
つ
」（
薄
田
淳
介
）、
一
四
課
「
不
惜
身
命
」
（
山
本
勇
造
）、
一
二
課
「
説
話
三
則
」、
一
三
課
「
鞆
猿
」
の
武
士
道
に
ま
つ
わ
る
逸
話
、
小
説
が
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
排
列
か
ら
は
、
こ
の
ほ
か
の
三
課
「
春
は
曙
」（
枕
草
子
）、
一
五
課
「
先
達
」（
徒
然
草
）、
一
六
課
「
奥
の
細
道
」（
松
尾
芭
蕉
）
ま
で
も
が
日
本
文
化
の
卓
越
性
を
示
す
教
材
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
映
る
。
一
七
課
「
固
有
の
偉
大
さ
」（
和
辻
哲
郎
）
も
、
城
郭
の
美
に
つ
い
て
の
評
論
で
あ
り
、
同
じ
く
日
本
の
伝
統
文
化
と
武
士
道
を
結
び
付
け
て
論
じ
て
い
る
こ
と
に
関
心
が
向
く
。
（
２
）『
国
文
六
』
の
特
徴
と
教
養
観
　
先
に
見
た
吉
田
裕
久
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、『
国
文
六
』
は
事
実
上
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
中
等
学
校
生
に
学
ば
せ
る
た
め
に
編
輯
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
「
国
語
」
教
科
書
内
容
と
の
連
続
・
不
連
続
を
考
察
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。
　『
国
文
六
』
に
は
、
小
説
一
篇
、
評
論
四
篇
、
古
文
一
〇
篇
、
和
歌
三
篇
の
合
計
一
八
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
古
文
の
排
列
は
、
上
代
か
ら
近
世
へ
と
歴
史
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
。
国
民
精
神
の
涵
養
、
尊
皇
思
想
　『
国
文
六
』
で
は
二
つ
の
評
論
が
柱
に
な
っ
て
い
る
。
　
三
課
の
評
論
「
古
典
と
創
造
的
精
神
」（
高
木
市
之
助
）
は
、
聖
徳
太
子
の
「
一
七
条
の
憲
法
」
を
事
例
に
、「
こ
の
よ
う
な
古
典
に
於
け
る
和
の
精
神
は
、
そ
の
根
源
に
於
い
て
天
皇
の
御
存
在
に
負
う
て
ゐ
る
」
と
述
べ
、「
古
典
の
い
く
つ
か
の
流
れ
を
遡
り
尽
く
し
た
源
流
に
於
い
て
も
ま
た
、
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
お
は
し
ま
す
」
と
結
論
し
て
い
る
。
　
一
八
課
の
評
論
「
歴
史
へ
の
責
任
」（
玉
井
勝
則
）
は
、
南
方
戦
場
で
の
体
験
を
も
と
に
「
総
べ
て
の
日
本
人
の
一
人
一
人
が
、
直
ち
に
日
本
で
あ
り
、
歴
史
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、「
米
英
撃
滅
を
言
ひ
、
撃
ち
て
し
止
ま
む
を
唱
へ
る
の
も
、
日
本
人
た
る
の
自
覚
と
、
皇
国
日
本
の
比
類
な
き
歴
史
へ
の
信
頼
と
に
従
つ
て
、
静
か
に
胸
奥
に
湧
い
て
来
る
愛
国
の
熱
情
が
内
に
潜
み
、
た
ぎ
り
、
こ
ん
こ
ん
と
泉
の
如
く
発
し
て
来
る
誇
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
論
す
る
。
一
課
の
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
題
名
と
、
こ
の
箇
所
が
呼
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
注
意
深
く
読
ん
で
い
く
と
「
歴
史
の
流
れ
は
、
人
力
で
は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
不
可
抗
力
で
あ
る
と
き
め
る
考
え
方
に
は
、
必
ず
無
責
任
な
頽
廃
が
生
ず
る
」
「
歴
史
の
流
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
た
や
す
い
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
教
科
書
に
さ
え
戦
争
で
日
本
が
勝
利
す
る
と
い
う
確
信
の
揺
ら
ぎ
を
述
べ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学
び
手
が
最
も
依
拠
す
べ
き
教
科
書
に
ま
で
日
本
が
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
　
扇
情
的
に
尊
皇
と
愛
国
を
唱
え
た
玉
井
勝
則
（
火
野
葦
平
）
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
、
日
中
戦
争
に
従
軍
中
に
「
糞
尿
譚
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
、「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」（
と
も
に
『
改
造
』、
一
九
三
八
年
）「
花
と
兵
隊
」（『
改
造
』、
一
九
三
九
年
）
の
兵
隊
三
部
作
で
流
行
作
家
と
な
っ
た
。
戦
後
は
、
戦
争
責
任
を
問
わ
れ
て
公
職
追
放
に
な
っ
た
が
、
再
び
作
家
活
動
に
入
る
。
　
こ
れ
ら
の
評
論
の
尊
王
思
想
を
歴
史
的
に
裏
付
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
古
代
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
多
数
の
古
文
の
な
か
か
ら
数
篇
が
意
図
的
に
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
。
　
一
課
の
古
文
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」（
古
事
記
）
は
、『
古
事
記
』
冒
頭
の
「
神
武
天
皇
」
と
「
倭
建
命
」
の
「
東
征
」
を
採
っ
て
い
る
。
題
名
の
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
は
、「
神
武
天
皇
」
の
「
み
つ
柿
鈎
し
　
久
米
の
子
ら
が
　
粟
生
に
は
　
臭
韮
ひ
と
も
１３８
と
　
そ
根
が
も
と
　
そ
根
芽
つ
な
ぎ
て
　
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
な
ど
の
和
歌
三
首
の
末
尾
で
繰
り
返
さ
れ
る
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
一
句
で
あ
る
。
　「
倭
建
命
」
は
、
東
征
か
ら
西
に
戻
る
倭
建
命
が
死
に
白
鳥
に
な
る
場
面
を
採
っ
て
い
る
。「
倭
は
　
国
の
ま
ほ
ろ
ば
　
た
ゝ
な
づ
く
　
青
垣
　
山
ご
も
れ
る
　
倭
し
う
る
は
し
」
な
ど
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
和
歌
が
多
い
場
面
で
あ
る
。
　
二
課
の
和
歌
「
た
ぎ
つ
河
内
」（
万
葉
集
）
に
は
、
冒
頭
に
柿
本
人
麻
呂
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。「
や
す
み
し
し
　
わ
が
大
君
　
神
な
が
ら
　
神
さ
び
せ
す
と
　
吉
野
川
　
た
ぎ
つ
河
内
に
　
高
殿
を
　
高
し
り
ま
し
て
　
登
り
立
ち
　
国
見
を
す
れ
ば
〈
以
下
略
〉」
と
い
う
長
歌
で
あ
る
。
大
君
と
民
と
の
平
安
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
四
課
の
古
文
「
恩
賜
の
御
衣
」（
大
鏡
）
は
、『
中
等
国
文
五
』
と
同
一
教
材
で
あ
る
。
　
一
六
課
の
古
文
「
直
毘
霊
」（
本
居
宣
長
）
は
、
賀
茂
真
淵
の
『
国
意
考
』
と
並
ぶ
復
古
神
道
を
代
表
す
る
『
古
事
記
伝
』
の
「
序
文
」
で
あ
る
。『
古
事
記
伝
』
は
、
『
古
事
記
』
の
本
文
注
釈
で
あ
り
、「
直
毘
霊
」
は
そ
の
根
幹
の
「
神
道
（
か
み
の
み
ち
」
論
を
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
道
は
、「
天
地
の
お
の
づ
か
ら
な
る
道
に
も
あ
ら
ず
、
人
の
作
れ
る
道
に
も
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
、
他
の
「
神
道
」
論
と
区
別
し
て
い
る
。
皇
大
御
国
は
「
神
な
が
ら
安
国
」
で
あ
っ
た
の
で
古
の
大
御
世
に
は
「
道
」
と
い
う
言
挙
げ
も
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
渡
来
し
た
書
籍
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
他
と
区
別
す
る
た
め
に
古
来
の
風
習
が
「
神
道
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
漢
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
盛
ん
に
な
り
、
天
皇
の
政
治
や
人
心
ま
で
が
そ
の
意
に
染
ま
っ
た
。
今
、
漢
意
を
排
し
、
日
本
古
来
の
精
神
に
戻
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
一
七
課
の
和
歌
「
尊
き
こ
の
身
」（
平
賀
元
義
・
佐
久
間
東
雄
）
は
と
も
に
幕
末
の
歌
人
の
和
歌
で
あ
る
。
万
葉
調
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
平
賀
元
義
の
歌
七
首
と
国
学
者
で
尊
皇
の
歌
人
で
あ
っ
た
佐
久
間
東
雄
の
和
歌
三
首
で
あ
る
。
佐
久
間
の
「
人
道
を
詠
め
る
歌
」
は
、「
わ
が
君
に
ま
さ
る
君
な
し
　
わ
が
祖
に
ま
さ
る
祖
な
し
」
で
始
ま
る
長
歌
か
ら
題
名
の
「
尊
き
こ
の
身
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。
武
士
道
　
国
民
精
神
の
涵
養
、
尊
皇
思
想
と
深
く
か
か
わ
る
内
容
と
し
て
武
士
道
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
　
六
課
の
古
文
「
橋
合
戦
」（
平
家
物
語
）
は
、
宇
治
橋
の
源
平
の
攻
防
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
最
初
の
本
格
的
な
合
戦
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
橋
上
で
の
名
乗
り
と
立
ち
回
り
の
描
写
が
武
士
の
合
戦
の
特
徴
と
し
て
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
戦
を
機
に
平
家
打
倒
の
動
き
が
加
速
す
る
と
さ
れ
る
が
、
ま
だ
平
家
の
力
が
強
く
以
仁
王
、
源
頼
政
ら
は
敗
北
の
憂
き
目
に
遭
う
こ
と
と
な
っ
た
。
　
一
一
課
の
古
文
「
由
利
の
八
郎
」（
吾
妻
鏡
）
は
、
鎌
倉
幕
府
が
編
纂
し
た
歴
史
書
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
平
泉
の
豪
傑
、
由
利
八
郎
が
捕
虜
に
な
っ
た
場
面
を
描
い
て
い
る
。
由
利
は
梶
原
景
時
の
無
礼
な
尋
問
に
一
切
答
え
な
か
っ
た
た
め
、
畠
山
重
忠
が
丁
重
に
尋
問
し
て
頼
朝
が
直
接
面
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
頼
朝
が
泰
衡
の
弱
腰
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
由
利
が
「
そ
れ
を
言
う
な
ら
貴
殿
の
父
義
朝
は
平
治
の
乱
で
東
海
道
一
五
カ
国
を
有
し
な
が
ら
一
日
も
支
え
ら
れ
ず
殺
さ
れ
た
で
は
な
い
か
　
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
で
は
な
い
か
」
と
反
論
し
た
。
頼
朝
は
反
論
で
き
ず
に
所
領
安
堵
を
認
め
て
、
由
利
は
鎌
倉
後
家
人
と
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
一
二
課
の
古
文
「
葉
隠
抄
」（
山
本
常
朝
）
は
武
士
道
の
心
得
を
説
い
た
一
文
で
あ
る
。「
武
士
道
に
於
い
て
後
れ
取
り
申
す
ま
じ
き
事
」「
主
君
の
御
用
に
立
つ
べ
き
事
」
「
親
に
孝
行
仕
る
べ
き
事
」「
大
慈
悲
を
起
し
人
の
た
め
に
な
る
べ
き
事
」
の
四
誓
願
を
講
じ
て
い
る
。
　
一
三
課
の
小
説
「
與
津
彌
五
右
衛
門
の
遺
書
」（
森
林
太
郎
）
は
、
江
戸
時
代
の
武
士
の
殉
死
（
追
腹
）
に
至
る
経
緯
と
そ
の
内
面
を
遺
書
の
形
式
で
描
い
た
歴
史
小
説
広島経済大学研究論集　第３７巻第４号
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で
あ
る
。
茶
事
に
使
う
珍
品
を
求
め
よ
と
主
命
を
受
け
た
細
川
家
の
與
津
彌
五
右
衛
門
は
伽
羅
の
大
木
の
本
木
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
仙
台
の
伊
達
家
も
大
木
を
求
め
た
た
め
、
末
木
で
よ
い
と
主
張
し
た
同
僚
の
横
田
と
口
論
に
な
り
、
そ
の
挙
句
に
彼
を
討
ち
果
た
し
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
彌
五
右
衛
門
は
本
木
を
手
に
入
れ
細
川
家
に
戻
り
切
腹
を
申
し
出
る
も
の
の
、
認
め
ら
れ
ず
横
田
の
遺
族
と
意
趣
を
も
ち
あ
わ
ぬ
よ
う
に
誓
願
さ
せ
ら
れ
た
。
彌
五
右
衛
門
は
主
君
三
斎
公
の
一
三
回
忌
に
あ
た
り
、
よ
う
や
く
三
十
数
年
前
の
宿
願
を
認
め
ら
れ
切
腹
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
斎
藤
茂
吉
は
、「
乃
木
大
將
殉
死
行
為
に
対
す
る
有
力
学
者
等
の
批
判
が
新
聞
に
載
つ
た
の
を
読
ん
で
、
先
生
の
抱
懷
し
た
信
念
を
、
議
論
の
形
式
に
拠
ら
ず
に
、
過
去
の
事
実
を
外
貌
と
し
て
そ
の
中
に
織
り
込
ま
せ
る
と
い
ふ
歴
史
小
説
的
手
段
を
取
つ
た
」
と
評
し
て
い 
日
本
文
化
と
行
的
認
識
　
武
士
道
が
力
を
素
材
に
し
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、
心
を
素
材
と
す
る
日
本
文
化
と
行
的
認
識
に
関
わ
る
教
材
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
五
課
の
古
文
「
白
良
の
浜
」（
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
）
は
「
紀
伊
国
」「
難
波
の
海
」
「
岩
も
る
水
」「
遊
ぶ
子
供
」
の
著
名
な
歌
謡
四
篇
を
収
め
て
い
る
。「
遊
ぶ
子
供
」
は
、
「
遊
び
を
せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
む
」
の
歌
謡
で
あ
る
。
　
七
課
の
和
歌
「
早
蕨
」（
金
槐
和
歌
集
）
は
、
源
実
朝
の
私
家
集
で
あ
る
。「
早
蕨
の
も
え
い
づ
る
春
に
な
り
ぬ
れ
ば
野
べ
の
霞
も
た
な
び
き
に
け
り
」
な
ど
一
二
首
を
収
め
る
。
清
新
な
歌
が
多
く
、
後
の
歌
人
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
　
八
課
の
評
論
「
深
穏
」（
阿
部
次
郎
）
は
、
深
穏
の
境
地
に
つ
い
て
、
田
能
村
竹
田
「
山
中
人
饒
舌
」
の
画
論
、
杜
甫
の
詩
を
事
例
に
考
察
し
て
い
る
。
田
能
村
の
画
論
に
は
「
筆
力
の
深
穏
と
墨
気
の
沈
厚
」
を
、
杜
甫
の
詩
に
は
馬
の
「
目
つ
き
の
清
高
と
気
性
の
深
穏
」
を
見
て
い
る
。
深
穏
の
気
性
を
受
け
る
こ
と
が
新
し
き
世
界
の
創
造
に
つ
な
が
る
と
締
め
括
っ
て
い
る
。
西
尾
実
の
「
行
的
認
識
」
と
相
通
じ
る
も
の
が
る
。
（
６
）
あ
る
。
阿
部
は
第
一
高
等
学
校
時
代
に
夏
目
漱
石
の
門
を
く
ぐ
り
、『
三
太
郎
の
日
記
』（
一
九
一
四
年
）
で
「
大
正
教
養
主
義
」
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
　
九
課
の
古
文
「
法
語
抄
」（
歎
異
抄
・
正
法
眼
蔵
隋
聞
記
）
は
、
親
鸞
・
道
元
の
法
語
を
記
録
し
た
『
歎
異
抄
』『
正
法
眼
蔵
隋
聞
記
』
を
収
め
て
い
る
。「
歎
異
抄
」
で
は
、「
親
鸞
に
於
き
て
は
、
唯
念
仏
し
て
、
仏
陀
に
助
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
人
の
仰
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
ほ
か
に
、
別
の
子
細
な
き
な
り
」「
善
人
な
ほ
も
て
往
生
を
遂
ぐ
、
況
ん
や
悪
人
を
や
。
然
る
を
世
の
人
常
に
曰
く
、
悪
人
な
ほ
往
生
す
、
い
か
に
況
ん
や
善
人
を
や
と
」
の
箇
所
を
収
め
て
い
る
。「
正
法
眼
蔵
隋
聞
記
」
で
は
、「
仏
は
身
内
手
足
を
さ
き
て
衆
生
に
施
せ
り
。
現
に
餓
死
す
べ
き
衆
生
に
は
、
た
と
ひ
仏
の
全
体
を
以
つ
て
与
ふ
る
と
も
、
仏
意
に
か
な
ふ
べ
し
」「
玉
は
琢
磨
に
よ
り
て
器
と
な
る
。
人
は
練
磨
に
よ
り
て
仁
と
な
る
。
い
ず
れ
の
玉
か
初
め
よ
り
光
あ
る
。
誰
人
か
初
心
よ
り
利
な
る
。
必
ず
須
ら
く
こ
れ
琢
磨
し
練
磨
す
べ
し
」
の
箇
所
を
採
っ
て
い
る
。
　
一
〇
課
の
古
文
「
鉢
の
木
」（
謡
曲
）
は
、
北
条
時
頼
の
逸
話
で
あ
る
。
大
雪
の
夜
に
佐
野
源
左
衛
門
常
世
が
旅
の
僧
（
北
条
時
頼
）
に
宿
を
貸
し
、
秘
蔵
の
鉢
植
え
の
木
を
焚
い
て
歓
待
し
た
。
そ
の
席
で
常
世
は
、
落
ち
ぶ
れ
た
身
で
は
あ
る
が
、
一
大
事
の
際
は
一
番
に
駆
け
つ
け
る
覚
悟
だ
と
話
す
。
後
日
、
常
世
は
そ
の
言
葉
ど
お
り
に
鎌
倉
に
馳
せ
参
じ
、
時
頼
に
そ
の
誠
実
さ
が
認
め
ら
れ
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
　
一
四
課
の
古
文
「
奥
の
細
道
」（
松
尾
芭
蕉
）
は
、『
国
文
五
』
と
同
じ
教
材
で
は
あ
る
が
、
一
部
入
れ
替
え
が
あ
る
。
門
出
、
白
河
、
平
泉
、
象
潟
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
松
島
、
立
石
寺
、
最
上
川
が
削
除
さ
れ
飯
塚
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
半
数
以
上
同
一
の
教
材
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
図
す
る
も
の
は
不
明
で
あ
る
。
　
一
五
課
の
評
論
「
一
筋
の
道
」（
穎
原
退
蔵
）
は
、
芭
蕉
の
軽
み
、
風
雅
の
誠
に
至
１４０
る
道
の
意
義
を
述
べ
な
が
ら
、
国
と
人
の
一
筋
の
道
に
言
及
し
て
い
る
。
芭
蕉
に
つ
い
て
「
浪
華
の
客
舎
に
夢
は
枯
野
を
駆
け
め
ぐ
り
な
が
ら
、
こ
れ
さ
へ
妄
執
と
観
じ
つ
ゝ
も
、
風
雅
の
上
に
死
な
ん
身
の
道
を
切
に
思
ふ
な
り
。」
と
言
っ
た
。
こ
の
妄
執
と
共
に
一
生
を
終
る
こ
と
は
、
実
に
か
れ
の
願
ひ
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
、「
芭
蕉
が
歩
い
た
一
筋
の
道
は
、
結
局
軽
み
の
境
地
に
至
る
た
め
の
も
の
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
か
れ
の
風
雅
は
こ
ゝ
に
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
芭
蕉
の
一
生
は
「
一
筋
に
進
む
国
の
歩
み
に
従
つ
て
、
わ
れ
柿
鈎
も
ま
た
与
え
ら
れ
た
一
筋
の
道
を
迷
ふ
こ
と
な
く
進
ん
で
行
か
う
。
誠
を
勤
め
る
国
と
人
の
み
が
、
真
に
叡
智
の
正
し
き
導
き
を
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
信
ず
る
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
『
国
文
六
』
の
特
徴
と
教
養
観
　
こ
の
よ
う
に
『
国
文
六
』
は
、
尊
皇
愛
国
忠
君
の
国
体
思
想
を
学
ば
せ
国
民
精
神
を
徹
底
し
て
涵
養
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
確
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
体
思
想
を
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
評
論
を
集
め
、
そ
れ
を
史
的
に
裏
付
け
す
る
古
文
を
配
置
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
教
科
書
に
な
ら
な
い
こ
と
は
編
輯
し
た
当
事
者
が
最
も
よ
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
内
容
か
ら
は
う
か
が
え
る
。
　
た
と
え
ば
、
五
課
「
白
良
の
浜
」（
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
）、
一
四
課
「
奥
の
細
道
」
（
松
尾
芭
蕉
）
か
ら
は
、
直
接
国
体
思
想
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
な
い
。
歌
謡
、
紀
行
を
学
ぶ
こ
と
で
精
神
的
な
高
み
を
め
ざ
す
学
び
が
期
待
さ
れ
る
教
材
と
し
て
よ
い
。
七
課
「
早
蕨
」（
金
槐
和
歌
集
）、
一
〇
課
「
鉢
の
木
」（
謡
曲
）
に
し
て
も
、
源
実
朝
、
「
い
ざ
鎌
倉
」
と
い
う
鎌
倉
幕
府
に
関
わ
る
内
容
で
は
あ
る
も
の
の
、
学
習
の
主
眼
は
和
歌
、
能
楽
に
あ
る
。
　
ま
た
、
六
課
「
橋
合
戦
」（
平
家
物
語
）、
一
一
課
「
由
利
の
八
郎
」（
吾
妻
鏡
）、
一
三
課
「
與
津
彌
五
右
衛
門
の
遺
書
」（
森
林
太
郎
）
も
、
武
士
道
を
直
接
の
素
材
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
無
条
件
に
国
体
思
想
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
　
さ
ら
に
、
八
課
「
深
穏
」（
阿
部
次
郎
）、
九
課
「
法
語
抄
」（
歎
異
抄
・
正
法
眼
蔵
隋
聞
記
）、
一
五
課
「
一
筋
の
道
」（
穎
原
退
蔵
）
は
、
行
的
認
識
を
学
ぶ
に
適
し
た
教
材
と
も
い
え
る
。
　
し
か
し
、
国
民
精
神
を
涵
養
す
る
た
め
に
、
三
課
「
古
典
と
創
造
的
精
神
」（
高
木
市
之
助
）、
一
八
課
「
歴
史
へ
の
責
任
」（
玉
井
勝
則
）
で
尊
皇
思
想
を
深
く
教
え
込
み
、
一
課
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」（
古
事
記
）、
四
課
「
恩
賜
の
御
衣
」（
大
鏡
）、
一
六
課
「
直
毘
霊
」（
本
居
宣
長
）、
一
七
課
「
尊
き
こ
の
身
」（
平
賀
元
義
・
佐
久
間
東
雄
）
の
古
文
を
学
ば
せ
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
間
に
先
の
日
本
文
化
、
行
的
認
識
の
現
代
文
、
古
文
を
置
く
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
尊
皇
愛
国
忠
君
の
国
体
思
想
を
学
ば
せ
る
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
養
が
、
結
局
は
帝
国
日
本
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
遂
行
の
道
具
と
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
３
）『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
の
評
価
　
西
尾
実
が
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
編
輯
し
た
『
国
語
』
で
は
、
尊
皇
思
想
と
国
民
精
神
の
涵
養
を
主
題
と
す
る
現
代
文
教
材
は
一
五
課
で
あ
っ
た
。
古
文
教
材
を
含
め
て
も
二
〇
課
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
巻
一
・
二
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
、『
国
語
』
改
訂
版
で
も
変
わ
ら
な
い
。
松
崎
正
治
・
浜
本
純
逸
「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
西
尾
実
の
学
習
指
導
観
─
岩
波
『
国
語
』
と
そ
の
教
授
用
参
考
書
の
分
析
を
通
し
て 
で
は
、『
国
語
』
改
訂
版
に
つ
い
て
収
録
本
文
二
二
五
課
の
う
ち
、
「
皇
国
民
育
成
教
材
」
は
一
〇
課
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
、
西
尾
は
尊
皇
思
想
と
国
民
精
神
の
涵
養
を
主
題
と
し
た
教
材
を
可
能
な
限
り
行
的
認
識
と
関
連
づ
け
て
編
輯
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
尊
皇
愛
国
の
傾
向
を
持
つ
教
材
数
を
減
ら
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
教
材
を
一
部
の
巻
に
集
中
さ
せ
、『
国
語
』
の
帝
国
主
義
的
性
格
を
弱
め
る
点
で
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
行
的
認
識
と
関
連
づ
け
た
こ
と
で
結
局
は
自
閉
し
た
構
造
が
作
ら
れ
た
と
─
」
（
７
）
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い
う
弱
点
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
弱
点
が
『
中
等
国
文
』『
国
文
』
の
編
輯
で
さ
ら
に
拡
大
し
て
、「
国
語
」
教
科
書
と
し
て
は
致
命
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
国
語
』
に
見
ら
れ
た
、
自
然
、
追
憶
、
家
族
、
学
問
、
芸
術
と
い
う
よ
う
な
教
材
は
す
っ
か
り
す
が
た
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
行
的
認
識
論
は
自
己
の
内
面
の
凝
視
を
主
眼
と
す
る
た
め
、
自
己
と
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
他
者
へ
の
配
慮
や
認
識
を
弱
く
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に
こ
だ
わ
る
か
ぎ
り
、
他
者
と
共
同
し
て
実
践
す
る
と
い
う
視
点
は
出
て
こ
な
い
。「
国
語
」
と
い
う
言
語
を
軸
に
し
た
学
び
で
は
、
そ
の
性
格
か
ら
他
者
と
の
共
同
が
最
も
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
行
的
認
識
論
は
、「
国
語
」
の
性
格
を
自
閉
的
に
す
る
。
そ
の
た
め
『
中
等
国
文
』『
国
文
』
は
、
尊
皇
思
想
と
国
民
精
神
の
涵
養
を
特
徴
と
す
る
教
科
書
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
行
的
認
識
を
底
流
に
す
る
こ
と
に
よ
る
自
閉
的
な
教
養
観
を
持
っ
た
教
科
書
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
井
上
敏
夫
は
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
の
「
国
語
」
教
育
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
　
　
国
語
教
育
も
ま
た
文
学
作
品
の
自
由
な
鑑
賞
・
表
現
活
動
よ
り
も
、
行
的
方
法
・
解
釈
学
的
方
法
に
よ
る
教
材
の
精
緻
な
探
究
に
重
点
が
お
か
れ
、
国
語
教
材
に
も
こ
の
学
習
方
法
に
好
適
の
思
索
的
随
筆
論
文
な
ど
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
／
し
か
し
、
戦
局
の
緊
迫
は
、
つ
い
に
古
典
、
日
本
文
化
絶
対
の
唯
我
独
尊
的
学
習
内
容
を
、
日
本
的
鍛
錬
道
に
よ
っ
て
収
斂
す
る
と
い
う
時
代
を
出
来
さ
せ
、
理
念
と
し
て
存
在
し
た
言
語
生
活
重
視
の
国
語
科
学
習
内
容
も
、
現
実
に
は
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
　
西
尾
の
残
し
た
文
章
を
見
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
西
尾
に
は
井
上
の
指
摘
の
よ
う
な
自
覚
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
っ
て
、「
言
語
生
活
主
る
。
（
８
）
義
」
を
明
確
に
打
ち
出
す
「
国
語
」
教
育
観
を
提
示
し
て
教
育
実
践
の
指
針
と
し
た
事
実
は
、
西
尾
の
戦
争
責
任
へ
の
反
省
と
し
て
受
け
と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
三
　
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
「
国
語
」
教
科
書
例
と
今
後
の
研
究
課
題
１
　『
中
等
国
文
』『
国
文
』
か
ら
『
中
等
国
語
』
へ
の
移
行
　
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
あ
た
る
敗
戦
後
の
混
乱
期
に
は
、『
中
等
国
語
』（
一
九
四
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。『
中
等
国
語
』
は
暫
定
政
策
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
中
等
国
文
』『
国
文
』
に
収
録
さ
れ
た
教
材
の
う
ち
皇
室
賛
美
、
軍
国
主
義
教
材
を
省
い
た
も
の
を
中
心
に
し
て
編
輯
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
中
等
国
語
一
』
の
国
文
篇
で
は
、「
富
士
の
高
嶺
」（
万
葉
集
）、「
菖
蒲
の
節
供
」（
島
崎
春
樹
）、「
柿
の
花
」（
正
岡
子
規
）、「
涼
み
台
」（
寺
田
寅
彦
）、「
親
心
」（
雲
萍
雑
志
）、
「
秋
か
ら
春
へ
」（
徳
冨
健
次
郎
）
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
中
等
国
文
』
が
軍
国
主
義
賛
美
の
教
材
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
ま
た
、「
私
設
大
使
」（
山
本
勇
造
）、「
水
の
美
」（
川
合
芳
三
郎
）、「
雪
の
研
究
」（
中
谷
宇
吉
郎
）
な
ど
の
新
教
材
も
あ
り
、
戦
後
新
教
育
へ
の
政
策
的
胎
動
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　『
中
等
国
語
』（
一
九
四
七
年
）
で
は
、
そ
の
収
録
教
材
は
大
幅
に
刷
新
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、『
中
等
国
語
一
（
一
）』
で
は
、
一
課
「
第
一
歩
」、
二
課
「
世
界
を
つ
な
ぐ
も
の
」、
三
課
「
雨
に
も
ま
け
ず
」（
宮
沢
賢
治
）、
四
課
「
お
は
よ
う
」（
西
尾
実
・
山
村
暮
鳥
）、
五
課
「
昆
虫
記
」（
フ
ァ
ー
ブ
ル
）、
六
課
「
潮
目
」（
宇
田
道
隆
）、
七
課
「
日
記
か
ら
」、
八
課
「
初
夏
の
奈
良
」（
荻
原
井
泉
水
）、
九
課
「
り
す
を
育
て
る
」（
中
西
悟
堂
）、
十
課
「
末
ひ
ろ
が
り
」（
狂
言
）、
十
一
課
「
涼
み
台
」（
寺
田
寅
彦
）
が
収
録
さ
れ
た
。
　『
中
等
国
語
』（
一
九
四
七
年
）
は
日
本
国
憲
法
、
教
育
基
本
法
法
制
化
で
の
新
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
日
本
帝
国
の
崩
壊
、
ア
ジ
１４２
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
日
本
の
民
主
化
を
背
景
に
し
た
主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
の
「
国
語
」
教
育
の
揺
籃
を
「
国
語
」
教
科
書
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
一
九
四
八
年
よ
り
後
期
中
等
教
育
と
し
て
新
制
高
等
学
校
が
発
足
す
る
。
そ
の
前
年
に
『
高
等
国
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、『
高
等
国
語
一
（
上
）』
に
は
、
一
課
「
藤
村
詩
抄
」（
島
崎
藤
村
）、
二
課
「
笛
吹
川
を
さ
か
の
ぼ
る
」（
田
部
重
治
）、
三
課
「
太
郎
冠
者
」（
野
上
豊
一
郎
）、
四
課
「
記
録
映
画
の
幻
想
性
」（
津
村
秀
夫
）、
五
課
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
岡
本
か
の
子
）
の
教
材
が
収
録
さ
れ
た
。
収
録
数
そ
の
も
の
も
多
く
は
な
い
う
え
に
、
用
紙
の
制
限
か
ら
か
使
用
活
字
も
小
さ
く
、
け
っ
し
て
読
み
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
収
録
傾
向
か
ら
は
『
中
等
国
語
』
の
場
合
と
同
じ
く
新
教
育
へ
の
期
待
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
２
　
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
の
「
国
語
」
教
科
書
例
　
一
九
四
九
年
刊
行
の
「
国
語
」
教
科
書
に
な
る
と
、
単
元
構
成
が
明
確
に
な
り
、
期
待
さ
れ
る
学
び
の
内
容
が
さ
ら
に
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
柳
田
国
男
編
『
新
し
い
国
語
一
下
』（
東
京
書
籍
、
一
九
四
九
年
）
で
は
、「
働
く
よ
ろ
こ
び
」
「
読
む
た
の
し
み
」「
自
然
を
相
手
に
」「
土
地
と
こ
と
ば
」「
放
送
劇
」「
手
紙
」「
思
い
出
」
の
単
元
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
に
は
、
一
課
「
畑
を
鋤
く
男
」（
花
岡
謙
二
）、
四
課
「
一
ふ
さ
の
ぶ
ど
う
」（
有
島
武
郎
）、
六
課
「
天
気
予
報
の
理
解
（
気
象
と
生
活
）」（
和
達
清
夫
）、
九
課
「
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば
（
毎
日
の
こ
と
ば
）」（
柳
田
国
男
）、
十
一
課
「
風
の
子
」（
山
本
映
佑
、
脚
本
・
山
本
嘉
次
郎
）、
十
二
課
「
ま
ご
こ
ろ
　
一 
父
よ
り
子
へ
」（
夏
目
漱
石
）、
十
三
課
「
野
球
の
思
い
出
（
ホ
ー
ム
ラ
ン
物
語
）」（
内
村
祐
之
）
な
ど
、
多
彩
な
教
材
が
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
３
　
今
後
の
研
究
課
題
　
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
「
国
語
」
教
科
書
事
例
を
概
観
し
て
も
、
わ
ず
か
一
〇
年
間
を
挟
ん
だ
教
科
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
か
ら
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
敗
戦
、
日
本
の
民
主
化
と
い
う
大
き
な
変
動
を
経
験
し
た
こ
と
で
、「
国
語
」
教
科
書
と
そ
の
教
養
形
成
を
め
ぐ
る
環
境
も
著
し
く
変
化
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
の
「
国
語
」
教
科
書
の
分
析
の
上
に
立
っ
て
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
中
等
「
国
語
」
教
育
が
め
ざ
し
た
理
念
の
確
認
と
「
国
語
」
教
科
書
に
見
ら
れ
る
教
養
観
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
付
記
　
本
研
究
は
、
広
島
経
済
大
学
特
定
個
人
研
究
費
（
二
〇
一
三
年
度
）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注（１
）「
国
語
」
と
表
記
す
る
の
は
、
教
科
と
し
て
の
「
国
語
」
が
一
九
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
日
本
近
代
社
会
で
歴
史
性
・
思
想
性
を
帯
び
た
教
科
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
（
２
）
研
究
成
果
の
一
部
は
、
拙
著
『
芥
川
龍
之
介
編
『
近
代
日
本
文
芸
読
本
』
と
「
国
語
」
教
科
書
　
教
養
実
践
の
軌
跡
』（
溪
水
社
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
五
日
、
第
　
回
日
本
児
童
３５
文
学
学
会
賞
特
別
賞
）
で
公
表
し
た
。
（
３
）
各
検
定
教
科
書
の
総
目
次
と
そ
の
特
徴
は
、「
五
種
限
定
統
制
」
移
行
期
の
旧
制
中
学
校
「
国
語
読
本
」
総
目
次
⑴
」（『
広
島
経
済
大
学
研
究
論
集
』
第
三
四
巻
第
四
号
、
八
七－
一
〇
九
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、「
五
種
限
定
統
制
」
移
行
期
の
旧
制
中
学
校
「
国
語
読
本
」
総
目
次
⑵
」（『
広
島
経
済
大
学
研
究
論
集
』
第
三
五
巻
第
一
号
、
八
五－
九
五
頁
、
二
〇
一
二
年
六
月
）、「
五
種
限
定
統
制
」
移
行
期
の
旧
制
中
学
校
「
国
語
読
本
」
総
目
次
⑶
」（『
広
島
経
済
大
学
研
究
論
集
』
四
号
、
二
一
七－
二
三
〇
頁
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
で
考
察
し
た
。
（
４
）「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
編
纂
過
程
─「
森
下
日
記
」
の
分
析
を
通
し
て
─
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
　
第
二
部
』
第
五
六
号
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
、
一
一
一－
一
二
〇
頁
）、「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
研
究
─
編
纂
理
念
と
指
導
法
を
中
心
に
─
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
　
第
二
部
』
第
五
七
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
六
日
、
一
一
七－
一
二
六
頁
）、「『
中
等
国
文
』（
一
九
四
三
）
の
研
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究
─『
中
等
国
文
五
』・『
国
文
六
』
を
中
心
に
─
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
第
二
部
』
第
五
八
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
五
日
、
九
三－
一
〇
二
頁
）
（
５
）『
国
語
』
の
指
導
資
料
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
国
語
　
特
報
』
に
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
度
に
は
四
〇
八
校
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
四
）
年
度
に
は
六
一
七
校
で
採
用
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
６
）
斎
藤
茂
吉
「
鷗
外
の
歴
史
小
説
」『
文
学
』
一
九
三
六
年
六
月
、
岩
波
書
店
。
引
用
は
、
『
斎
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
二
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
九
月
二
七
日
、
二
八－
二
九
頁
。
（
７
）
松
崎
正
治
・
浜
本
純
逸
「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
西
尾
実
の
学
習
指
導
観
─
岩
波
『
国
語
』
と
そ
の
教
授
用
参
考
書
の
分
析
を
通
し
て
─
」『
神
戸
大
学
教
育
学
部
研
究
収
録
』
第
七
八
集
、
一
九
八
七
年
三
月
二
〇
日
、
二
五
頁
。
（
８
）
井
上
敏
夫
『
教
科
書
を
中
心
に
見
た
国
語
教
育
史
研
究
』
溪
水
社
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
一
日
、
四
〇
六
頁
。
表
　『
中
等
国
文
』『
国
文
』
総
目
次
　
　
　
　
一
　
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
二
月
一
〇
日
修
正
翻
刻
発
行
　
著
作
・
発
行
　
文
部
省
　
翻
刻
発
行
・
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
　
　
　
　
二
　
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
八
月
三
〇
日
翻
刻
発
行
　
著
作
・
発
行
　
文
部
省
　
翻
刻
発
行
・
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
　
　
　
　
三
　
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
四
月
二
〇
日
翻
刻
発
行
　
著
作
・
発
行
　
文
部
省
　
翻
刻
発
行
・
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
　
　
　
　
四
　
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
九
月
三
〇
日
翻
刻
発
行
　
著
作
・
発
行
　
文
部
省
　
翻
刻
発
行
・
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
　
　
　
　
五
　
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
月
二
四
日
発
行
　
非
売
品
　
著
作
・
発
行
　
文
部
省
　
　
　
　
六
　
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
月
三
〇
日
発
行
　
著
作
・
発
行
　
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
一
一二三四五六七八九
和
歌
　
富
士
の
高
嶺
万
葉
集
随
筆
　
産
土
神
と
氏
神
芳
賀
矢
一
随
筆
　
松
江
の
暁
小
泉
八
雲
随
筆
　
菖
蒲
の
節
供 
島
崎
春
樹
随
筆
　
姫
路
城 
小
学
国
語
読
本
随
筆
　
戦
国
の
武
士 
常
山
紀
談
　
　
　
　
人
間
五
十
年 
　
　
　
　
嶺
の
煙 
　
　
　
　
缸
破
り
柴
田 
　
　
　
　
山
吹
の
花 
俳
句
　
柿
の
花 
正
岡
子
規
随
筆
　
涼
み
台 
寺
田
寅
彦
　
　
　
　
新
星 
　
　
　
　
線
香
花
火 
　
　
　
　
藤
の
実 
歴
史
　
武
士
気
質 
藩
翰
譜
四五九
一
五
一
九
二
五
三
三
三
四
五
五
二
一二三四五六七
和
歌
　
豊
旗
雲 
万
葉
集
古
文
　
大
君
の
へ
に 
太
平
記
　
　
　
　
松
の
下
露 
　
　
　
　
院
の
荘 
　
　
　
　
熊
野
落
ち 
　
　
　
　
吉
野
の
花 
　
　
　
　
船
上
の
み
ゆ
き 
詩
　
　
秋
の
み
の
り
　 
　
　
　
　
新
穀
感
謝
の
歌 
高
村
光
太
郎
　
　
　
　
利
鎌
の
光 
相
馬
昌
冶
伝
記
　
尊
徳
先
生
の
幼
時 
富
田
高
慶
古
文
　
一
万
と
箱
王 
曾
我
物
語
　
　
　
　
雁
が
ね 
　
　
　
　
か
た
き 
俳
論
　
俳
句
へ
の
道 
富
安
謙
次
俳
句
　
城
の
松 
正
岡
子
規
四六
二
四
二
四
二
六
二
九
三
二
五
一
五
九
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一
〇
一
一
一
二
三
一二三四五七八九
一
〇
一
一
一
二
附
録一
　
　
　
　
弓
矢
の
家
　
　
　
　
う
れ
し
泣
き
　
　
　
　
大
事
の
使
　
　
　
　
日
ご
と
の
新
誓
随
筆
　
親
心
雲
萍
雑
志
　
　
　
　
約
束
の
松
　
　
　
　
詩
歌
の
道
　
　
　
　
一
人
の
弟
子
　
　
　
　
石
臼
の
目
和
歌
　
朝
の
こ
こ
ろ
橘
曙
覧
随
筆
　
泉
の
徳
柳
田
国
男
和
歌
　
宇
智
の
大
野
万
葉
集
古
文
　
草
薙
の
太
刀
古
事
記
記
録
　
東
郷
司
令
長
官
戦
闘
詳
報 
　
　
　
東
郷
連
合
艦
隊
司
令
長
官
戦
闘
詳
報 
古
文
源
家
の
ほ
ま
れ
平
家
物
語
　
　
　
　
逆
櫓
　
　
　
　
継
信
の
最
期
　
　
　
　
屋
島
和
歌
　
磯
も
と
ゞ
ろ
に
源
実
朝
古
文
　
大
塔
宮
太
平
記
　
　
　
　
柿
の
衣
　
　
　
　
緋
縅
の
鎧
古
文
　
文
武
の
道
神
皇
正
続
記
詩
　
　
乃
木
将
軍
森
林
太
郎
紀
行
　
心
の
小
径
金
田
一
京
助
評
論
　
学
者
の
苦
心
芳
賀
矢
一
和
歌
　
明
治
天
皇
御
製
評
論
　
佐
久
間
艇
長
の
遺
書
岩
田
豊
雄
七
四
八
〇
八
三四五八
二
〇
五
二
五
五
七
一
八
〇
八
五
九
八
一
〇
三一
八九
一
〇
一
一
一
二
一
三
四
一二三四五六七八九
一
〇
随
筆
　
姫
路
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
随
筆
　
測
量
生
活 
武
藤
勝
彦
歌
論
　
和
歌
の
四
季 
佐
佐
木
信
綱
手
紙
　
亡
き
あ
と 
原
惣
右
衛
門
の
母
随
筆
　
根
分
け
の
後
の
母
子
草 
滝
沢
解
古
文
　
屋
島 
平
家
物
語
　
　
　
　
逆
艪 
　
　
　
　
継
信
の
最
期 
　
　
　
　
那
須
与
一 
和
歌
　
鞆
の
音 
万
葉
集
古
文
　
大
国
主
神 
古
事
記
古
文
　
人
臣
の
道 
神
皇
正
統
記
古
文
菊
池
一
族 
太
平
記
　
　
　
　
父
の
教
訓 
　
　
　
　
筑
後
川
の
戦 
俳
句
　
月
天
心 
与
謝
蕪
村
評
論
　
樹
氷
の
世
界 
中
谷
宇
吉
郎
評
論
　
た
ぎ
り
た
つ
た
時
代
の
人 
幸
田
成
行
戯
曲
　
長
柄
堤 
坪
内
雄
蔵
書
簡
　
松
陰
と
家
庭 
吉
田
松
陰
古
文
　
高
名
の
木
の
ぼ
り 
徒
然
草
　
　
　
　
高
名
の
木
の
ぼ
り 
　
　
　
　
水
車 
　
　
　
　
榎
の
木
の
僧
正 
　
　
　
　
植
う
る
こ
と 
　
　
　
　
兵
仗
の
難 
　
　
　
　
馬
乗
り 
　
　
　
　
二
つ
の
矢 
六
〇
六
五
七
六
八
九
八
八
九
八四七九
一
四
二
八
三
〇
三
五
五
四
七
一
七
六
旧制中学校教科書『中等国文五』『国文六』の特徴と教養観の研究１４５
二三四
五
一二三四五六七八九
一
〇
一
一
一
二
一
三
一
四
一
五
一
六
紀
行
　
俳
句
行
　
　
　
　
逞
し
い
機
械
力
高
浜
清
　
　
　
　
戦
う
炭
焼
き
部
落
富
安
謙
次
随
筆
　
青
芝
の
山
矢
沢
邦
彦
随
筆
　
ビ
ル
マ
国
誕
生
の
日
和
歌
　
若
菜
古
今
和
歌
集
古
文
　
や
ま
と
う
た
紀
貫
之
古
文
　
春
は
曙
枕
草
子
評
論
　
国
文
学
の
伝
統
芳
賀
矢
一
古
文
　
恩
賜
の
御
衣
大
鏡
古
文
　
光
頼
卿
参
内
平
治
物
語
古
文
　
月
の
前
上
田
秋
成
評
論
　
名
器
を
毀
つ
薄
田
淳
介
和
歌
　
天
の
香
具
山
新
古
今
和
歌
集
古
文
　
敷
島
の
道
増
鏡
　
　
　
　
お
ど
ろ
の
下
　
　
　
　
新
島
も
り
和
歌
　
吉
野
の
奥
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
古
文
　
説
話
三
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
　
　
大
食
調
入
調
曲
古
今
著
聞
集
　
　
　
　
不
動
尊
の
火
焔
十
訓
抄
　
　
　
　
つ
は
も
の
の
道
宇
治
拾
遺
物
語
狂
言
　
鞆
猿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
小
説
　
不
惜
身
命
山
本
勇
造
古
文
　
先
達
徒
然
草
古
文
　
奥
の
細
道
松
尾
芭
蕉
　
　
　
　
門
出
　
　
　
　
白
河
　
　
　
　
松
島 
　
　
　
　
平
泉 
一
二
二
〇
三
三四六八
一
三
一
八
二
二
二
六
三
一
三
五
三
七
四
一
四
四
四
九
五
六
七
二
七
八
一
一
六
一二三四五六七八九
一
〇
一
一
一
二
一
三
一
四
一
五
一
六
一
七
評
論
　
道 
芳
賀
矢
一
古
文
　
撃
ち
て
し
止
ま
む 
古
事
記
　
　
　
　
神
武
天
皇 
　
　
　
　
倭
建
命 
和
歌
　
た
ぎ
つ
河
内 
万
葉
集
評
論
　
古
典
と
創
造
的
精
神 
高
木
市
之
介
古
文
　
恩
賜
の
御
衣 
大
鏡
古
文
　
白
良
の
浜 
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
　
　
　
　
紀
伊
国 
　
　
　
　
難
波
の
海 
　
　
　
　
岩
も
る
水 
　
　
　
　
遊
ぶ
子
供 
古
文
　
橋
合
戦 
平
家
物
語
和
歌
　
早
蕨 
金
槐
和
歌
集
評
論
　
深
穏 
阿
部
次
郎
古
文
　
法
語
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
　
　
歎
異
抄 
　
　
　
　
正
法
眼
蔵
隋
聞
記 
古
文
　
鉢
の
木 
謡
曲
古
文
　
由
利
の
八
郎 
吾
妻
鏡
古
文
　
葉
隠
抄 
山
本
常
朝
小
説
　
與
津
彌
五
右
衛
門
の
遺
書 
森
林
太
郎
古
文
　
奥
の
細
道 
松
尾
芭
蕉
評
論
　
一
筋
の
道 
穎
原
退
蔵
古
文
　
直
毘
霊 
本
居
宣
長
和
歌
　
尊
き
こ
の
身 
平
賀
元
義
・
佐
久
間
東
雄
八
一四
一
四
一
七
二
五
二
八
三
〇
三
六
三
八
四
一
四
四
五
四
五
七
六
一
六
九
七
四
七
八
八
二
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一
七
　
　
　
　
立
石
寺
最
上
川
　
　
　
　
象
潟
評
論
　
固
有
の
偉
大
さ
和
辻
哲
郎
八
四
一
八
評
論
　
歴
史
へ
の
責
任 
玉
井
勝
則
